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 函館市立湯川中学校 生徒支援だより 
 
  
 
 

   
湯倉ヶ丘の学び舎 

 １年生１０３名を迎え、全校生徒２９０名で始まりました。１年生だけでなく２，３年生もクラスが

替わってドキドキしている人が多いのではないでしょうか？ 

 きっと誰もが「楽しい学校生活」を描いていることでしょう。その願いは私たちも同じです。生徒一

人一人にとって充実した毎日になるように、一緒に頑張っていきましょう。 

 

 そのために、どうしてもみなさんに確認してほしいことがあります。 

 

≪誰かの力を借りることは良いことです。ひとりで悩まないで≫ 
 人間、生きていく中で様々な壁や困難にあたります。時には傷ついたり嫌な気持ちになることも。そ

んな時は遠慮なく身近な大人に頼ってください。一人で抱えることが格好いいのではありません。「苦

しい時に助けてと言える」のが格好いいのです。 

 

≪個性を尊重しよう。一人一人が違って当たり前≫ 

好みや趣味は異なります。それぞれ【得意なこと】と【苦手なこと】があります。「一人一人が違っ

て当たり前」ということは集団生活をする上で忘れてはいけません。時には支え合い、時には力を借り

ながら、お互いを高め合っていけるといいですね。 

 

≪安心安全な学校を目指します。ダメなものはダメです≫ 
 相手を傷つけたり迷惑をかけたりする、集団生活のルールを守らずに好き勝手なことをする、一部の

人の主張で全体に良くない影響を及ぼす、などなど…。中学校では、どの先生も『ダメなものはダメ』

とはっきり言います。それは「生徒全員の安心安全を確保するため」です。しかし、「何事も挑戦しな

い、試さない」のも成長になりません。たくさん失敗して、一緒に考えて、何度も修正して…。その経

験を通じて成長できるようにサポートしていきます。 

 

≪学生の本分は勉強です。毎日の授業を大切に≫ 
 集中して取り組める雰囲気を大切にしています。意見を交流するときは活発に、でも説明を聞くとき

は静かにするというメリハリがなければ成り立ちません。そのため、授業に集中して取り組む雰囲気が

できていないといけませんね。毎日の授業を大切にしようという雰囲気を学級全体で作り上げていきま

しょう。 

【ご家庭でも確認をお願いします】 

○帰宅時間は【４～９月：１９時 １０～３月：１８時】です。場所、施設によって保護者同伴での利

用可となっている所があります。その他、詳細については先日配付された【校外における生活心得】

にてご確認下さい。 

○本校では、その日の授業や活動を踏まえ、生徒自らが判断して制服または学校ジャージを着用して登

校することになります。ただし、テストや卒業式、文化祭のように全体で動く行事などは【フォーマ

ル Day】として制服を着用します。 


